
 

 

 

 

★：外壁の開口部で 
延焼のおそれのある部分 
を防火設備とする。 

（木製防火雨戸がお勧めです！） 
 

居間・台所 

和室 

和室 

玄関 

洗面 
浴室 

寝室 

つし 

★：外壁・軒裏で 
①延焼のおそれのある部分 

  ②通路に面する部分 
を防火構造とする。 

敷地① 
専用住宅の建替え 
（在来構法２階建） 

漏電・感震 
ブレーカー 

●携行用電灯 

●携行用電灯 

● 

●住警器 
(ｲﾝﾀｰﾎﾝ連動) 

住警器 

敷地③ 
既存住宅（建築工事なし） 

●のみ実施する。 
 

★：外壁の開口部で 
延焼のおそれのある部分 
を防火設備とする。 

（木製防火雨戸がお勧めです！） 

敷地④ 
専用住宅の大規模修繕 
（京町家つし２階建） 

●住警器 

住警器 

● 
漏電・感震 
ブレーカー 

● 

■避難用扉 

■避難口誘導標識 

■非常ベル 
■路地名の銘板 

■副方向の避難経路 
 ・幅員０．９ｍ以上とする。 
 ・隣地等を通り抜けて道路等まで達する。 

★：改修する外壁・軒裏で 
延焼のおそれのある部分 
を防火構造とする。 

■消火器 

●119番通報要領の掲示 

● 

庭 

● 

■主方向の避難経路 
 ・幅員１．２ｍ以上とする。 
 ・道路まで達する。 
※主方向・副方向の避難経路の 
 いずれかを３５ｍ以内とする。 

 避難完了！ 

 避難完了！ 

連担建築物設計制度（小規模建築物認定基準）を活用した路地奥での建替え・京町家の大規模修繕（住宅の場合） 

● 

小規模建築物認定基準の概要 
建築物が全て２階建て以下で、一定幅員の避難経路等が

複数確保されている路地は、現在の路地幅を維持しなが
ら、防火避難性能を向上させることにより、老朽家屋の建
替えや京町家の大規模修繕等が可能となります。 
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住警器 
(ｲﾝﾀｰﾎﾝ連動) 

寝室 

凡例 
■：連担区域 
●：建築物で行う設備や器具の設置 
★：建築物の防火性能を高める工事 
■：通路の寸法要件や通路で行う器具等の設置 
➡：建築物内部から通路までの避難 
➡：通路から道路までの避難 

 

※ 本資料は実際の認定基準のうち、 
 主なものを記載したものです。 
※ 計画にあたっては、建築基準法 
その他の法の規定及び認定基準を 

 御確認いただきますようお願い 
します。   

 

● 
ガス漏れ警報器 

● 

住警器 

■通路 
・舗装・側溝等による水はけの確保 

 ・自由に通行でき、上空が開放 

（上図：京都市消防局 HPより） 

写真は屋内側からの見上げ 
野地板及び面戸板を改修し 
防火構造としている。 

写真は屋外側からの見上げ 
野地板及び面戸板の厚さを確保して 
防火構造としている。 

●住警器 


